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2015年2月期業績報告 

及び2016年2月期業績予想 
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2015年2月期連結業績  

2014.2期 2015.2期 
前期比 予想比 

実績 予想 実績 

売上高 
186,531 

(100.0) 

204,000 

(100.0) 

201,680 

(100.0) 

15,149 

<8.1> 

△2,319 

<△1.1> 

営業利益 
3,718 

(2.0) 

4,200 

(2.1) 

4,137 

(2.1) 

418 

<11.3> 

△62 

<△1.5> 

経常利益 
3,957 

(2.1) 

4,500 

(2.2) 

4,502 

(2.2) 

544 

<13.8> 

2 

<0.1> 

当期 
純利益 

2,272 

(1.2) 

2,450 

(1.2) 

2,775 

(1.4) 

502 

<22.1> 

325 

<13.3> 

EPS(円) 129.01 139.09 157.55 28.54 18.46 

＊（ ）内は売上比率（％）、＜＞内は増減率（％）、2015.2期予想は2014年10月2日発表の予想数値 

（単位:百万円） 
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セグメント別売上高の状況  

2014.2期 2015.2期 増減 

売上高合計 
186,531 
(100.0) 

201,680 
(100.0) 

15,149 
<8.1> 

 食品関連事業 
144,282 

(77.4) 
156,409 

(77.6) 
12,127 
<8.4> 

 食材関連事業 
23,548 
(12.6) 

25,227 
(12.5) 

1,678 
<7.1> 

 物流関連事業 
12,607 

(6.8) 
12,817 

(6.4) 
209 

<1.7> 

 その他の事業 
6,092 
(3.2) 

7,226 
(3.5) 

1,133 
<18.6> 

＊（ ）内は構成比率（％） ＜＞内は増減率（％） 
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(百万円） 

食品関連事業 食材関連事業 物流関連事業 その他の事業 
（単位:百万円） 

2015.2期  売上高増加の主要因－前期比約151億円の増加 

食品関連事業：約121億円の増加（納品店舗増、｢おにぎり｣｢チルド弁当｣売上伸長） 

食材関連事業：約 16億円の増加（水産加工品等の売上伸長） 

物流関連事業：約 2億円の増加（セブン‐イレブン向け配送の受託拡大） 

その他の事業：約11億円の増加（食品製造設備事業が好調） 
 

4 



セグメント別営業利益の状況 

2014.2期 2015.2期 増減 

営業利益合計 3,718 4,137 418 
<11.3> 

 食品関連事業 2,970 2,974 4 
<0.2> 

 食材関連事業 237 320 82 
<34.8> 

 物流関連事業 127 298 170 
<134.4> 

 その他の事業 508 513 4 
<0.8> 

 全社費用・消去 △125 30 156 
<‐> 

＊＜＞内は増減率（％） 

（単位:百万円） 

減少要因計  △10億円 増加要因計  +14億円        

前期比 約4億円増 

2,932  2,970  2,974  

387  237  320  

209  
127  

298  
296 508 

513 

3,918  
3,718  

4,137  

(200)

1,000

2,200

3,400

2013.2期 2014.2期 2015.2期 

(百万円） 

食品関連事業 食材関連事業 物流関連事業 その他の事業 消去 

浦和工場初期赤字 △6億円 

食品関連事業の増収効果 +7億円  

香川工場営業損失 △3.5億円（※） 

前期大雪影響の解消、他 +2.5億円  

<増加要因> <減少要因> 
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全社費用・消去 +1.5億円  

食材関連事業 +0.8億円  

物流関連事業 +1.7億円  

（※2014.2期 △4.5億円⇒2015.2期 △8億円） 



営業外損益・特別損益 

2014.2期 2015.2期 増減 

営業利益 
3,718 
(2.0) 

4,137 
(2.1) 

418 
<11.3> 

 営業外収益 
686 

(0.4) 
689 

(0.3) 
3 

<0.5> 

 営業外費用 
447 

(0.2) 
324 

(0.2) 
△122 

<△27.4> 

経常利益 
3,957 
(2.1) 

4,502 
(2.2) 

544 
<13.8> 

 特別利益 
－ 

(－) 
84 

(0.0) 
84 

<－> 

 特別損失 
89 

(0.0) 
200 

(0.1) 
110 

<123.0> 

税金等調整前 

当期純利益 

3,867 
(2.1) 

4,386 
(2.2) 

518 
<13.4> 

法人税等合計 
1,595 
(0.9) 

1,611 
(0.8) 

16 
<1.0> 

当期純利益 
2,272 
(1.2) 

2,775 
(1.4) 

502 
<22.1> 

＊（ ）内は売上比率（％） ＜＞内は増減率 

（単位：百万円） 
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連結貸借対照表のポイント 

【資 産】 2014.2期 2015.2期 増減 

流動資産 29,044 32,607 3,563 

固定資産 42,059 44,509 2,449 

（有形固定資産） (37,768) (39,537) (1,769) 

（無形固定資産） (348) (580) (231) 

（投資その他） (3,942) (4,391) (448) 

資産合計 71,104 77,117 6,013 

【負債・純資産】 2014.2期 2015.2期 増減 

流動負債 22,031 26,053 4,021 

固定負債 10,223 9,853 △370 

（有利子負債） (9,425) (8,971) (△453) 

負債合計 32,255 35,906 3,651 

純資産合計 38,848 41,210 2,361 

（資本金） (8,049) (8,049) - 

負債・純資産 

合計 
71,104 77,117 6,013 

（単位：百万円） （単位：百万円） 

資産合計－約 60億円の増加 

流動資産（現預金、売上債権等）の増加 ：約35億円 

固定資産の増加 ：約24億円 

負債・純資産合計－約60 億円の増加 

流動負債（未払金、買掛金等）の増加 ：約 40億円 

固定負債の減少 ：約 3億円 

純資産（利益剰余金、その他の包括利益）の増加  ：約 23億円 
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連結キャッシュ・フロー計算書のポイント 
2014.2期 2015.2期 増減 

税金等調整前当期純利益 3,867 4,386 

減価償却費 3,854 4,382 

売上債権の増減額（△は増加） △1,347 △1,668 

たな卸資産の増減額（△は増加） △514 236 

仕入債務の増減額（△は減少） 551 1,964 

未払金の増減額（△は減少） 477 2,674 

その他 288 803 

小計 7,178 12,780 

法人税等の支払額 △1,566 △1,651 

その他 137 109 

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,749 11,238 5,488 

有形固定資産の取得による支出 △2,957 △5,752 

その他 △323 △308 

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,280 △6,061 △2,780 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,788 △3,064 △1,275 

現金及び現金同等物の増減額 712 2,134 1,421 

現金及び現金同等物の期末残高 6,711 8,846 2,134 

（単位：百万円） 
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2016年2月期 連結業績予想（通期） 

2015.2期 
実績 

2016.2期 
予想 

増減 

売上高 
201,680 
(100.0) 

215,000 
(100.0) 

13,319 
<6.6> 

営業利益 
4,137 
(2.1) 

4,500 
(2.1) 

362 
<8.8> 

経常利益 
4,502 
(2.2) 

4,600 
(2.1) 

97 
<2.2> 

当期純利益 
2,775 
(1.4) 

2,900 
(1.3) 

124 
<4.5> 

ＥＰＳ(円) 157.55 164.64 7.09 

（単位：百万円） 

   

＊（ ）内は売上比率（％）、＜＞内は増減率（％） 
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2015年2月期総括 
及び今後の事業展開 

10 



2015年2月期 総括 

連結業績 

売上高 2,016億円（前期比+8.1％） 

 4期連続で前期比+100億円以上の増収 

営業利益 41億円（前期比11.3％） 

 工場新設（浦和、香川）に伴う一時コスト増 

経常利益 45億円（前期比+13.8％） 

当期純利益 27億円（前期比+22.1％） 
 
・連結売上高2,000億円突破 
・チルド米飯専用浦和工場稼働 （2014年6月） 
・チルド商品の伸長 
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今後の事業展開 中期重点施策を継続実施 

【中期重点施策】 

① 生産機能の強化 

② 成長分野への取り組み 

③ 人材の育成と活用   
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①生産機能の強化 東北エリアの拡大・強化 
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セブン-イレブン向け専用工場 
その他の生産拠点 

岩手工場 
【工場概要】 
所在地 ：岩手県北上市 
生産品目 ：米飯、麺、惣菜 
生産能力 ：25万食/1日 

2015年5月 稼働 

【工場概要】 
所在地 ：福島県郡山市 
生産品目 ：米飯 
生産能力 ：15万食/1日 

福島工場 
（旧 わらべや福島㈱） 

2015年3月 子会社を合併 

岩手工場、福島工場の工場運営を一体化 

生産本部 

東北生産部 

わらべや日洋㈱ 



①生産機能の強化 商品開発の地区対応強化 

開発部門の組織変更（2015年3月1日付） 

わ
ら
べ
や
日
洋
㈱ 

商
品
本
部 

首都圏米飯商品部 

首都圏チルド商品部 

地区第一商品部（北関東・中部） 

地区第二商品部（岩手・福島） 

地域商品の増加 

わらべや関西㈱ 米飯課、チルド課、四国開発課 

わらべや東海㈱ 名古屋商品課、北陸商品課 

わらべや北海道㈱ 開発課 

商品開発に 
携わる人員は 
グループ全体で 

約180名 
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①生産機能の強化 

 良品かつ生産効率化の実現を可能とする
機械化の推進 
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連 続 調 理 工 程 を 実 現 チルド弁当製造ライン 

ロースカツ  
粉付け⇒液卵⇒パン粉⇒フライヤー 

出汁・玉ねぎを加熱後、液卵を入れる 

加
熱 

冷
却 

ご
飯
と 

ド
ッ
キ
ン
グ 

包
装 



①生産機能の強化 
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 機械化による省人化 

 安全・安心の追求、強化 
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②成長分野への取り組み ニーズに対応した商品開発 

チルド弁当の拡充 

商品開発力 

生産技術力 

品質・衛生管理力 

3つのコア生産機能 

セパレート 

チルドご飯 

煮込み 



海外事業展開 

1982年6月 WARABEYA USA , Inc. 設立 
2006年3月 CP ALL Public Company Ltd.に対して

技術供与を開始 
2009年6月 ハワイで｢まま家｣ブランド店舗を開始 
2011年2月 北京旺洋食品有限公司（合弁会社）設立 
2012年5月 北京工場稼働 
2012年12月 ｢まま家｣2号店オープン 
2014年3月 Fresh Food Indonesiaに対して 

技術供与を開始 
2015年2月 ｢まま家｣3号店 MAMA-YA BISHOP 

STREET CAFÉをオープン 

海外事業拡大の検討を継続 

技術供与継続 事業拡大 

USA 
（ハワイ） タイ 中国 インド 

ネシア 
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グループ機能の強化 川上事業の拡大 

㈱フレボファーム  
   高品質ホウレンソウ自社生産農場の建設 
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食材の生産・調達 商品の製造 商品の配送 

食 品 製 造 設 備 人 材 派 遣 ・ 業 務 請 負 

｢安全・安心｣ ｢価値ある商品・サービス｣の提供  

  グ ル ー プ 一 貫 シ ス テ ム 

【生産農場 概要】 
建設予定地 ：山梨県南アルプス市 
農地面積 ：3.6ha （ハウス72棟） 
完成予定 ：2015年9月 

｢

食｣

の
【
川
上
】
事
業
の
拡
大 



③人材の育成と活用 

生産機能を担うマネジメント人材の増強 
 
チャレンジ精神、創造性の高い 
 グローバル人材の育成 

 
コンプライアンスの徹底 
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中期経営計画 
<企業価値向上と持続成長に向けて> 
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中期経営計画（連結） 

1,464  
1,532  

1,633  
1,750  

1,865  
2,016  

2,150  
2,310  

2,460  

37.4  36.6  
41.4  41.1  39.5  

45.0  46.0  

55.0  

65.0  

21.2  
17.2  18.6  

21.6  22.7  
27.7  29.0  

38.0  
44.0  

0.0

40.0

80.0

0

1,000

2,000

2010.2期 2011.2期 2012.2期 2013.2期 2014.2期 2015.2期 2016.2期 2017.2期 2018.2期 

利益 

（億円） 

売上高 

（億円） 
売上高 

経常利益 

当期純利益 

（計画） （計画） （計画） 

売上・利益ともに拡大 
成長投資 
・新工場 
・能力増強 ・新技術導入 

今後3年間 
投資270億円 

安定した 
営業ＣＦ創出 
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目標とする経営指標、配当方針の見直し 

目標とする経営指標 ・・・ ROE 8％ 以上 

配当方針 ・・・ 配当性向 25％ をめど 

収益性の向上を図り、連結ＲＯＥ8％以上を目標とする。 
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連結業績や今後の事業拡大投資のための内部留保などを勘案しつつ、 
連結配当性向25％をめどに配当を実施していくことを基本方針とする。 



コーポレートガバナンス強化、他 

社外取締役の選任 

24 

新しい株式報酬制度の導入 

当社グループの業績向上と企業価値の向上への貢献意識を高めるため、 
業績指標等に応じて当社取締役等に当社株式が交付される新しい株式報酬
制度を導入。 

（注） 上記2件は2015年5月28日開催予定の第51回定時株主総会で決議予定。 

取締役会  取締役10名 

監査役会  監査役4名 
（うち社外監査役2名） 

取締役会 取締役12名 
（うち社外取締役1名） 

監査役会 監査役4名 
（うち社外監査役2名） 



グループ理念 

 
私たちは｢安全・安心｣と｢価値ある商品・サービス｣の提供を通じて 

お客様の健康で豊かな食生活に貢献します。 



本資料には、当社の本資料作成時点における計画、見通し、経営戦略および経営方針

に基づいた「将来予測に関する記載」が含まれています。この「将来予測に関する記載」

には本資料発表時点までに入手可能な情報に基づいた当社の経営判断や前提が述べ

られており、諸与件の変化により実際の業績が「将来予測に関する記載」とは異なる可

能性があります。したがって、本資料における業績予想などの「将来予測に関する記

載」が将来にわたって正確であることを保証するものではありません。
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